
≪ 民 間 不 善1 変 数 育 横I謁 の 現 場 カ､ ら の 提 案 ≫

r 不登校生活:]
少子化が加速する中で ､ 不 登校生徒数の大きな減少は見られない ｡
NP O と フ リ T ス ク ー ルの 代表それぞれが不登校生徒 へ の 学校復帰.

･ 社会復帰の仕方を提言す

る｡

琴3 回テ ー マr 不登校サインの見極め方1
第ワ部 : 《現場からの提塞/ パネリス ト》

土佐昭 -

u r 主に高校期におけ亭不登校サインにつ いて｣ ㌔.

石叶
:

昌征 r
◆

主に小学校 - 声校生期における不登校サインにつ いて｣

第±部 : 《シシJlt ジウム》 参加者の 皆喜ん の質問 に表音 で お答え します ∴

第≡部 : 《個別教育相談会》- パネリス トが個別4El 故(= 応 じます ｡ ･

【パネリ ス ト頼介】
土佐昭 一

郎 ( とさしよ ういちろう)
予備校な どで広幸臥 管理本部 ､ 教材制作等 の責任者

を経験 ｡
一不 登校や高校中退者の進路支援を 目指 しN P

O 法人を設立 ｡ ミヤギユ ー スセ ンタ ー 代表 ｡ 中 ･ 高､
等学 校教員免許 ､ 教育力ウ ンセ ラ ー

, L D 学会会異 一

主な講演

東北学院大学教養学部教育 ファ ー ラム

｢ 若者 との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を上手 に｣
~~一

宮城県青少年行政連絡会議専門部会
r 高校中退者と不登校の少 年等 の実態 に つ い て｣
★ N P O 法人ミヤギi - スセ ンタ ー

高校中退者や不登校生 の自立 へ 申達路支環t.
して高卒認定試験 ､

■
通信制高坂サ 'T + ト校な

ど学習面を中心 に支援 ｡ 自信回復を して社会

笹岡を目指す ｡ 二
p51 き こ も り家 庭 へ の 支援 に も

重 点を 置き活動 ｡ 県 内 で はN P O と L , て 支 援活

動を始めた先駆的存在と して支持を得て いる ｡

石川 昌征 ( い しかわ まさゆき)
県立二 私立高校教諭 を経て 学校 ら しくな い 学校

を 目指 しプリ
ニ スク ー ルを 開設｡ 現在フ リ

ー ス

ク T )i , ｢ だい と｣ 代表 ､ 小
･ 中 ･ 高等学校

一

種

教員免許 ､ 教育力 ウン セ ラ
ー

､ L D 学会会員

主な議決

仙台市市議会子育て 健 全育成調査特別委員会
1
r 成長期 の教育 に つ いて｣

5西田市教育委員会

｢ 不登校生 へ 向 けた支援 に つ いて｣
■

★ フリ ー スク
ー ル ｢ だい と｣

学校ら しくな い学校を目指す通信制高校サ

ポ ー ト校 ､ 不登校小中学生に対L / て 学習 と

ア)L) てイ ト ･ ボラ ンテ ィ アを 組 み合わせた

支援で ､ ｢ 生 き抜く力｣ を 身に付け て社会復

帰を目指す ｡ 民間児童館 を設立 し ､ 子育て

支援にも重 点を お い て い る｡



r 不登校生漉J からめ脱し方

シンポジウム内容 日 . 時 . 堤
_
所
~
_

第 1 回

吉城県の不萱校の 2 0 b 9 年
■

仙台市

現状と学習支援の効用 .

不萱校段階t事項じた支援の在り方

2 月 2 1 E) LP

9 : 3 0 ん 1 1 : 3 0

太白区中央市民 センタ ー

( たいは つ くる)

羊 2 回

不 登校 ､ 高 校中退者 ヘ の 2 0 0 9 年

仙台市

市民活動サ Jlf - トセ ンタ -

_. 学校復帰と進路の支援

_ 不登校中高生に対する効果的な
: r

一三 買.

≡
.

4 月 5 日

1 3 : 3 0 - 1 5 : 3 0

第3 巨ー 不登校サイ ンの見極め方
J

.
. I

2 0 b 9 年

6 月 1 3 日

9 : 3 0 - l l : 3 0

仙台市 .

太白区中央市民セ ンタ ー

(たいlまつ くる)

第1 回 未定 ;
.(保護者に関する テ ー マ) :

2 0 0 9 年

8 月 2 9 日 .

9 : 3 0 - l l : 3 0

仙台市

みやぎ N P O プラザ

第ら回 _ 束定
事

■

2 0 0 9 年

･1 0 月 1 7 EI ー

9 :
､
3 (トJ 1 1 : 3 0 .

仙台市 .

太白区中央市民センタ ｣ . -.

･( たい は つ くる)

第早回

I

未定
2 0 0 9 年

｡1 2 月 5 日 .

9 : 3 0 - l l : 3 0

仙台市 .

みやぎN P O プちザ

* 4 - 6 回に つ いて は ､ 会場等が変更になる場合があります ｡




